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トンガリ帽⼦の取⽔塔︓
江⼾川の⽔を浄⽔場に送って80年 地域のシンボルとして親しまれる

◆⾼度浄⽔施設の⼒で「おいしい⽔道⽔」に
⾦町浄⽔場といえば、1980年代に厚⽣省のおいしい⽔研究会で、「⽇本⼀まずい⽔道⽔」と
評価されましてが、1990年代になると、⾼度浄⽔処理が開始されるとともに、上流からの江⼾川
の⽔質向上により、現在は、東京の⽔はおいしいと言われるまで劇的に改善されています。

◆変わらないのどかな江⼾川の風景
この界隈には、浄⽔場に隣接して柴⼜帝釈天があり、映画「男はつらいよ」の舞台ともなってい
ます。柴⼜と左岸側の松⼾をつなぐ⽮切の渡しもあり、風情ある河川景観としては申し分がないと
ころです。

岡村幸二（JRRN会員）
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